




耐候性試験

耐久性
塩ビサイディング技術資料集

安比高原ペンションボーゲン
（岩手県八幡平市1985年施工）

図2 施工15年後の強度（引張り試験2000年測定）
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耐凍害性試験

備考寸法数試験体

塩ビ系

金属系

窯業系

窯
業
系

金
属
系

塩
ビ
系

試験体表面 試験体裏面

表1 各種外装材の試験体

表2 耐凍害性試験による外観変化（1,000サイクル）

図3 試験条件
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耐塩害性試験

備考寸法数試験体　　　

塩ビ系

金属系

窯業系

金
属
系

窯
業
系

塩
ビ
系

サイクル外装材 外観変化および質量変化 130サイクル外観写真

図5 試験条件

表3 各種外装材の試験体

表4 耐塩害性試験による外観および質量変化
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耐薬品性試験

窯
業
系

金
属
系

塩
ビ
系

試験前 硫酸 苛性ソーダ 外観変化状況
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雨漏りの要因と
塩ビサイディングの防水性

防水性
塩ビサイディング技術資料集

図2 塩ビサイディングによる
外壁構造

図1 圧力差による漏水

図3 接合部材による「迷路」

写真2 塩ビサイディング本体のかみ合わせ部

写真１　毛細管現象実験
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防水試験
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表１　縦目地モデルおよび窓周りモデルの防水性

表2 壁面差圧と外部風速との関係

樹脂サイディング-02  08.10.24 10:10 AM  ページ 8



放湿試験
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耐衝撃性試験

耐衝撃性

塩ビサイディング 窯業系サイディング

塩ビサイディング技術資料集

試
験
前

鉄
球
落
下
後

硬
式
野
球
ボ
ー
ル
落
下
後

金属系サイディング
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図１　試験方法
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低温衝撃性

強さの秘密は精密なナノ技術
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下地工事

出隅・スターター

開口部周り

施工・補修性
塩ビサイディング技術資料集
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本体の施工
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塩ビサイディングによる
リフォーム例

サイディング材の取り替え
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軽量なので
外断熱・外張り断熱に有利

１

５

４

３

２
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防火性
塩ビサイディング技術資料集

外壁構造と法規制

●防火地域

●22条区域

●準防火地域

●その他

図1 防火に関する地域区分
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表1 建築物の構造規制の概要
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写真１　加熱試験炉（建材センター）

図3 耐・防火試験加熱曲線

図2 外壁に関する建築基準法のポイント

法律

政令

告示

防耐火性能試験
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〔参考資料〕

個別認定取得状況

構造方法または建築材料の名称認定番号

表3 個別認定取得状況

準
防
火
構
造

防
火
構
造

メーカー構造
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塩化ビニル樹脂の燃焼性

〔参考文献〕
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環境性能
塩ビサイディング技術資料集

データで証明された
優れたLCA
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リサイクルしやすい塩ビ樹脂

図4 プラスチックのリサイクル方法

廃プラスチック

１．マテリアルリサイクル

２．ケミカルリサイクル

３．サーマルリサイクル
焼却により電力、蒸気と
して回収

再生材料として再利用

熱分解、加水分解で製
品原料化、熱分解で燃
料油に利用
造粒して高炉還元剤等
に利用
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塩ビサイディング技術資料集

塩ビサイディングによる
外壁改修工事

経済性

表１ 外壁改修工事費比較（外壁面積150㎡）

各種外装工事 金属系（普及品） 窯業系（普及品） ローラー塗装＊１塩ビ系（普及品）
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塩ビサイディングによる
新築外壁工事

表2  外壁新築工事費比較（外壁面積150㎡）

各種外装工事 金属系（高級品） 窯業系（高級品）塩ビ系（高級品）
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耐震改修 

耐震改修に最適な
軽量で耐久性のある塩ビサイディング

塩ビサイディング技術資料集

8

はじめに

　塩ビサイディングは、1㎡あたりの重さが約2kgと他の外
装材と比較して非常に軽量です。非常に軽量である塩ビサ
イディングは施工が容易にでき、建物に対する負荷が小さ
いので耐震改修に適しています。また、耐久性もあり塗り
替えが不要のため、メンテナンス費用を含むランニングコス
トを低減できます。耐震改修と同時に断熱改修をおこなえば、
居住者の安全とともに、生活環境も改善されます。つまり
塩ビサイディングを用いて外装を美しくリフレッシュし、住
宅を長持ちさせ資産価値や地球環境保全に寄与することが
できるわけです。
　国土交通省の試算では、耐震性が不十分な住宅は全国
で約25％（木造住宅では約40％）としています。なかでも、

1981年（昭和56年）の「新耐震基準」以前に建てられた住
宅の多くは、構造や工法の違いによらず、耐震性が不十分
と言われています。こうした住宅の耐震性を向上させること
は大地震によって人命を失わないようにする上で大変重要
な課題です。
　今後予想される大規模な地震としては、東海地震、東南
海・南海地震、首都直下型地震などがあげられます。まず、
耐震性が十分かどうか耐震診断により調査・検査し、耐震
改修の要否を判断することが必要です。
　ここで示す耐震改修の方法は信州大学工学部建築学科
の五十田博准教授との共同研究「塩ビサイディングを用い
た木造住宅の耐震改修」を基本にしています。
　耐震診断の結果、耐震性に問題があれば塩ビサイディン
グによる耐震改修をお奨めします。

耐震シミュレーションの結果
（各種外装材による比較例※１）

規模　　　　：総2階建て木造住宅　延べ床面積106㎡
外装材の種類：①モルタル壁＋土塗り壁、②モルタル壁、③窯業系サイディング、④塩ビサイディング
　　　　　重量　85kg/㎡　　　　　　　　60kg/㎡　　　20kg/㎡　　　　　　　２kg/㎡（仕上げ材のみ）
　　　厚さ(㎜ )　65㎜　　　　　　　　 　20㎜　　　　　16㎜　　　　　　　　　１㎜
入力地震波　：神戸海洋気象台で観測された地震波（最大加速度818ガル）
出力　　　　：横軸に経過時間（秒）　縦軸に応答変形（㎜）

（掲載した写真はイメージとなります）

写真の一部は（財）日本建築防災協会「木造住宅の耐震診断と補強方法」から転載しました。

　1995年の兵庫県南部地震の際に観測された地震波に対する、外装材の違いによる応答変形を比
較したところ、非常に重い外装材や重い外装材では変形が100㎜を超え、大きな損傷を受ける可能
性が高く、軽い外装材や非常に軽い外装材では変形が小さく損傷を受けにくいことがわかります。

資料集

塩ビサイディングを用いた必要耐力表

耐震診断

耐震改修計画

耐震改修計画後の耐震性の確認

耐震改修設計

耐震改修工事

「木造住宅の耐震診断と補強方法」を用いて耐震診断を実施する。専門家が行う診断は「一般診断法」と「精密
診断法」がある。

どこをどのように補強するかを具体的に検討し、対象建物の耐震改修計画を立てる。

耐震改修計画後の耐震性能について「木造住宅の耐震診断と補強方法」を用いて耐震診断を実施して確認する。

目標とした耐震性能を確保できる耐震改修計画に基づいて、耐震改修設計を設計図書としてまとめる。

改修工事を行う。既存の住宅の状況によっては設計図通りに工事ができない場合もあるが、設計・工事管理者と
話し合いながら工事を進める。

　耐震診断は、住宅の耐震性がどの程度か地盤・基礎と上部構造（建物）に分けて評価します。上部構造（建物）につい
ては、下図のように評点に応じて耐震改修が必要か判定します。評点が1.0以上となると倒壊する可能性が少なくなります。

耐震診断及び耐震改修に係る支援制度

　耐震診断や耐震改修に対して補助、融資、税制優遇等の助成措置を行っている自治体があります。自治体によって助成
の内容は異なりますので、具体的にはお住まいの市区町村窓口にご確認下さい。

※１※２の内容は、信州大学工学部建築学科　五十田博准教授の研究に基づき作成しています。また、本資料全体に対し
ても監修を受けています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹脂サイディング普及促進委員会　　　2010年２月１日

非常に軽量な外装材（塩ビサイディング）を用いた場合の必要耐力表は以下のとおりとする。※2

（財）日本建築防災協会発行の「木造住宅の耐震診断と補強方法」を参考にすると、下記のようになります。

評点

倒壊の可能性

耐震改修

1.5以上

倒壊しない

必要なし

1.0以上1.5未満

一応倒壊しない

必要あれば検討

対象建物
平屋建て

2階建て

3階建て

対象建物
平屋建て

2階建て

3階建て

軽い屋根・内壁
0.25
0.31
0.68
0.36
0.81
1.09

軽い屋根・内壁
0.25

0.25×K2
0.60×K1
0.25×K6

0.60×K4×K5
0.95×K3

重い屋根・内壁
0.32
0.38
0.76
0.45
0.89
1.17

重い屋根・内壁
0.32

0.32×K2
0.67×K1
0.32×K6

0.67×K4×K5
1.02×K3

非常に重い屋根・内壁
0.56
0.65
1.10
0.74
1.26
1.56

非常に重い屋根・内壁
0.56

0.56×K2
0.96×K1
0.56×K6

0.96×K4×K5
1.36×K3

2階
1階
3階
2階
1階

2階
1階
3階
2階
1階

0.7以上1.0未満

倒壊する可能性がある

必要です

0.7未満

倒壊する可能性が高い

必要です

一般診断用（地域係数Zは省略） 精密診断用（地域係数Zは省略）

②重い外装材
　（モルタル壁）
　最大変形　102mm

①非常に重い外装材
　（モルタル壁＋土塗り壁）
　最大変形　181mm

③軽い外装材
　（窯業系サイディング）
　最大変形　60mm

④非常に軽い外装材
　（塩ビサイディング）
　最大変形　38mm

　重量が軽いというのは、耐震性に有効に働きます。非常に軽量な塩ビサイディングの重さは、モルタルや土塗り壁に比べて１／３
程度で、２階建ての標準的な建物の場合、全体として20%程度軽くなります。つまり、塩ビサイディングを使った場合の必要耐力表
は現在使用されている一般診断用、精密診断用の必要耐力表に比べて小さな値になります。また、塩ビサイディングそのものは非
常に軽いため、既存の外装材の上から施工したとしても建物が重くなり耐震性が低下するようなことがなく、この場合、一般の必要
耐力表での診断も可能です。

耐震診断から工事までの一般的な手順

シミュレーションの条件

対象建物	
軽い屋根・内壁	
重い屋根・内壁	
非常に重い屋根・内壁

屋根の種類	
石綿スレート板、鉄板葺など	
桟瓦葺きなど	
土葺瓦屋根など	

内壁の仕様
ボード壁
ボード壁
土塗壁

建物の仕様

最大変形
最大変形

最大変形
最大変形



例─１
　既存外装材をはがして構造用合板などの耐力壁で補強した後、塩ビサイディングをはって改修します。

例─２
　部分的に耐力壁面材により補強し、それ以外の部分は既存外装材の上から塩ビサイディングをはって改修します。

改修事例
　築40年以上の２階建て住宅の２階部分を撤去し平屋に減築した。１階部分は外装材を撤去、断熱材を充填し、外側に耐力壁面材
として構造用合板をはり、その上から塩ビサイディングで改修した。

シミュレーション事例
　総２階建ての木造住宅。外周部の補強と軽量化によって評点1.0を目指す。１階のみの診断結果を以下に示します。

耐力壁面材（無機系）

耐力壁面材（有機系）

塩ビサイディング

塩ビサイディングプラスターボード

耐力壁面材（無機系）

塩ビサイディング

塩ビサイディング縦胴縁

プラスターボード

すじかい

耐力壁面材（無機系）

塩ビサイディング縦胴縁 モルタル（既存）

木ずり

効果：住宅に必要な補強量を確保し、施工が簡略化でき工期が短くなり塩ビサイディングを利用することにより耐久性も向上します。

効果：既存の外装材がモルタルなどの場合には塩ビサイディングに変更することにより重量が軽くなる上に、耐力壁でさらに耐震性
　　　能を向上させます。加えて塩ビサイディングによって耐久性が向上します。

写真１　改修前

耐震改修中の状況

写真3　構造用合板を用いて耐震補強

改修前の平面図 改修後の平面図

写真2　改修後

建物仕様

基礎形式
床仕様
接合部
劣化度による低減係数

上部評価点

建物仕様

　

必要耐力
基礎形式
床仕様
接合部
劣化度による低減係数

上部評価点

建物仕様

基礎形式
床仕様
接合部
劣化度による低減係数

上部評価点

建物仕様
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　　
必要耐力
基礎形式
床仕様
接合部
劣化度による低減係数

上部評価点

軽い建物
屋根：鉄板葺き
外壁：土塗り壁＋下見板張り
床面積
1Ｆ　63.76㎡　2F　34.78㎡
木製サッシ＋単板ガラス
断熱材：なし
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅲ　ほぞ差し
0.7

0.50（倒壊の可能性が高い）

重い建物
屋根：桟瓦葺き
外壁：モルタル壁＋化粧合板＋一部筋かい
延べ床面積
1F　49.68㎡　2F　49.68㎡
内装材、断熱材あり
1F　61.75
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅲ　ほぞ差し
0.8

0.49（倒壊の可能性が高い）

必要耐力算出用荷重（KN/㎡ )
屋根　0.92	　　桟瓦葺き　勾配30°
外壁　0.95　　	モルタル壁
外壁　0.37　　	樹脂サイディング
内壁　0.45	　		 軽い内壁（ボード）

軽い建物
屋根：鉄板葺き
外壁：構造用合板＋塩ビサイディング
床面積
1Ｆ　60.04㎡
アルミ樹脂複合サッシ＋複層ガラス
断熱材：グラスウール50mm
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅱ　羽子板ボルト
0.9

1.61（倒壊しない）

重い建物
屋根：桟瓦葺き
外壁：塩ビサイディング＋構造用合板＋筋かい
延べ床面積
1F　49.68㎡　2F　49.68㎡
内装材、断熱材あり
1F　57.08
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅰ　平12建告1460号に適合する仕様
0.8

1.02（一応倒壊しない）

耐力壁面材（無機系）

耐力壁面材（有機系）

塩ビサイディング

塩ビサイディングプラスターボード

耐力壁面材（無機系）

塩ビサイディング

塩ビサイディング縦胴縁

プラスターボード

すじかい

耐力壁面材（無機系）

塩ビサイディング縦胴縁 モルタル（既存）

木ずり

耐震化の手法
①耐震工法─地震の力に対して、構造体の力で耐える技術。
　構造を丈夫にし、地震力を受けても倒壊しないように筋かい
　などを配置し、耐力壁を設けることで強度を確保します。
②制震工法─地震動をエネルギーとして捉え、制振壁によっ
　て地震エネルギーを吸収し建物の揺れを抑え、構造体の損
　傷を軽減させます。

③免震工法─地盤との絶縁などにより、地震力を受けないよう
　に基礎部分にアイソレータやダンパーを敷きその上に建物を
　設置することで建物の揺れを防ぎます。

　塩ビサイディングを外装材として使用し耐震性を向上させる
ためには、一般に①の耐震工法を用いて補強します。外壁を
全面または一部補強するため、住宅に住みながら耐震改修を
することができます。

耐震改修

（ケース1）

（ケース３）

（ケース２）

（ケース４）

床　　0.6
積載　0.6

１階部のみ診断を行う。

改修の概要

シミュレーション条件

改修仕様

建築基準法より｝



例─１
　既存外装材をはがして構造用合板などの耐力壁で補強した後、塩ビサイディングをはって改修します。

例─２
　部分的に耐力壁面材により補強し、それ以外の部分は既存外装材の上から塩ビサイディングをはって改修します。

改修事例
　築40年以上の２階建て住宅の２階部分を撤去し平屋に減築した。１階部分は外装材を撤去、断熱材を充填し、外側に耐力壁面材
として構造用合板をはり、その上から塩ビサイディングで改修した。

シミュレーション事例
　総２階建ての木造住宅。外周部の補強と軽量化によって評点1.0を目指す。１階のみの診断結果を以下に示します。
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すじかい
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木ずり

効果：住宅に必要な補強量を確保し、施工が簡略化でき工期が短くなり塩ビサイディングを利用することにより耐久性も向上します。

効果：既存の外装材がモルタルなどの場合には塩ビサイディングに変更することにより重量が軽くなる上に、耐力壁でさらに耐震性
　　　能を向上させます。加えて塩ビサイディングによって耐久性が向上します。

写真１　改修前

耐震改修中の状況

写真3　構造用合板を用いて耐震補強

改修前の平面図 改修後の平面図

写真2　改修後
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軽い建物
屋根：鉄板葺き
外壁：土塗り壁＋下見板張り
床面積
1Ｆ　63.76㎡　2F　34.78㎡
木製サッシ＋単板ガラス
断熱材：なし
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅲ　ほぞ差し
0.7

0.50（倒壊の可能性が高い）

重い建物
屋根：桟瓦葺き
外壁：モルタル壁＋化粧合板＋一部筋かい
延べ床面積
1F　49.68㎡　2F　49.68㎡
内装材、断熱材あり
1F　61.75
無筋コンクリート布基礎
火打ち＋荒板
Ⅲ　ほぞ差し
0.8

0.49（倒壊の可能性が高い）

必要耐力算出用荷重（KN/㎡ )
屋根　0.92	　　桟瓦葺き　勾配30°
外壁　0.95　　	モルタル壁
外壁　0.37　　	樹脂サイディング
内壁　0.45	　		 軽い内壁（ボード）

軽い建物
屋根：鉄板葺き
外壁：構造用合板＋塩ビサイディング
床面積
1Ｆ　60.04㎡
アルミ樹脂複合サッシ＋複層ガラス
断熱材：グラスウール50mm
無筋コンクリート布基礎
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Ⅱ　羽子板ボルト
0.9

1.61（倒壊しない）
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延べ床面積
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火打ち＋荒板
Ⅰ　平12建告1460号に適合する仕様
0.8

1.02（一応倒壊しない）
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耐震改修 

耐震改修に最適な
軽量で耐久性のある塩ビサイディング

塩ビサイディング技術資料集

8

はじめに

　塩ビサイディングは、1㎡あたりの重さが約2kgと他の外
装材と比較して非常に軽量です。非常に軽量である塩ビサ
イディングは施工が容易にでき、建物に対する負荷が小さ
いので耐震改修に適しています。また、耐久性もあり塗り
替えが不要のため、メンテナンス費用を含むランニングコス
トを低減できます。耐震改修と同時に断熱改修をおこなえば、
居住者の安全とともに、生活環境も改善されます。つまり
塩ビサイディングを用いて外装を美しくリフレッシュし、住
宅を長持ちさせ資産価値や地球環境保全に寄与することが
できるわけです。
　国土交通省の試算では、耐震性が不十分な住宅は全国
で約25％（木造住宅では約40％）としています。なかでも、

1981年（昭和56年）の「新耐震基準」以前に建てられた住
宅の多くは、構造や工法の違いによらず、耐震性が不十分
と言われています。こうした住宅の耐震性を向上させること
は大地震によって人命を失わないようにする上で大変重要
な課題です。
　今後予想される大規模な地震としては、東海地震、東南
海・南海地震、首都直下型地震などがあげられます。まず、
耐震性が十分かどうか耐震診断により調査・検査し、耐震
改修の要否を判断することが必要です。
　ここで示す耐震改修の方法は信州大学工学部建築学科
の五十田博准教授との共同研究「塩ビサイディングを用い
た木造住宅の耐震改修」を基本にしています。
　耐震診断の結果、耐震性に問題があれば塩ビサイディン
グによる耐震改修をお奨めします。

耐震シミュレーションの結果
（各種外装材による比較例※１）

規模　　　　：総2階建て木造住宅　延べ床面積106㎡
外装材の種類：①モルタル壁＋土塗り壁、②モルタル壁、③窯業系サイディング、④塩ビサイディング
　　　　　重量　85kg/㎡　　　　　　　　60kg/㎡　　　20kg/㎡　　　　　　　２kg/㎡（仕上げ材のみ）
　　　厚さ(㎜ )　65㎜　　　　　　　　 　20㎜　　　　　16㎜　　　　　　　　　１㎜
入力地震波　：神戸海洋気象台で観測された地震波（最大加速度818ガル）
出力　　　　：横軸に経過時間（秒）　縦軸に応答変形（㎜）

（掲載した写真はイメージとなります）

写真の一部は（財）日本建築防災協会「木造住宅の耐震診断と補強方法」から転載しました。

　1995年の兵庫県南部地震の際に観測された地震波に対する、外装材の違いによる応答変形を比
較したところ、非常に重い外装材や重い外装材では変形が100㎜を超え、大きな損傷を受ける可能
性が高く、軽い外装材や非常に軽い外装材では変形が小さく損傷を受けにくいことがわかります。

資料集

塩ビサイディングを用いた必要耐力表

耐震診断

耐震改修計画

耐震改修計画後の耐震性の確認

耐震改修設計

耐震改修工事

「木造住宅の耐震診断と補強方法」を用いて耐震診断を実施する。専門家が行う診断は「一般診断法」と「精密
診断法」がある。

どこをどのように補強するかを具体的に検討し、対象建物の耐震改修計画を立てる。

耐震改修計画後の耐震性能について「木造住宅の耐震診断と補強方法」を用いて耐震診断を実施して確認する。

目標とした耐震性能を確保できる耐震改修計画に基づいて、耐震改修設計を設計図書としてまとめる。

改修工事を行う。既存の住宅の状況によっては設計図通りに工事ができない場合もあるが、設計・工事管理者と
話し合いながら工事を進める。

　耐震診断は、住宅の耐震性がどの程度か地盤・基礎と上部構造（建物）に分けて評価します。上部構造（建物）につい
ては、下図のように評点に応じて耐震改修が必要か判定します。評点が1.0以上となると倒壊する可能性が少なくなります。

耐震診断及び耐震改修に係る支援制度

　耐震診断や耐震改修に対して補助、融資、税制優遇等の助成措置を行っている自治体があります。自治体によって助成
の内容は異なりますので、具体的にはお住まいの市区町村窓口にご確認下さい。

※１※２の内容は、信州大学工学部建築学科　五十田博准教授の研究に基づき作成しています。また、本資料全体に対し
ても監修を受けています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹脂サイディング普及促進委員会　　　2010年２月１日

非常に軽量な外装材（塩ビサイディング）を用いた場合の必要耐力表は以下のとおりとする。※2

（財）日本建築防災協会発行の「木造住宅の耐震診断と補強方法」を参考にすると、下記のようになります。

評点

倒壊の可能性

耐震改修

1.5以上

倒壊しない

必要なし

1.0以上1.5未満

一応倒壊しない

必要あれば検討

対象建物
平屋建て

2階建て

3階建て

対象建物
平屋建て

2階建て

3階建て

軽い屋根・内壁
0.25
0.31
0.68
0.36
0.81
1.09

軽い屋根・内壁
0.25

0.25×K2
0.60×K1
0.25×K6

0.60×K4×K5
0.95×K3

重い屋根・内壁
0.32
0.38
0.76
0.45
0.89
1.17

重い屋根・内壁
0.32

0.32×K2
0.67×K1
0.32×K6

0.67×K4×K5
1.02×K3

非常に重い屋根・内壁
0.56
0.65
1.10
0.74
1.26
1.56

非常に重い屋根・内壁
0.56

0.56×K2
0.96×K1
0.56×K6

0.96×K4×K5
1.36×K3

2階
1階
3階
2階
1階

2階
1階
3階
2階
1階

0.7以上1.0未満

倒壊する可能性がある

必要です

0.7未満

倒壊する可能性が高い

必要です

一般診断用（地域係数Zは省略） 精密診断用（地域係数Zは省略）

②重い外装材
　（モルタル壁）
　最大変形　102mm

①非常に重い外装材
　（モルタル壁＋土塗り壁）
　最大変形　181mm

③軽い外装材
　（窯業系サイディング）
　最大変形　60mm

④非常に軽い外装材
　（塩ビサイディング）
　最大変形　38mm

　重量が軽いというのは、耐震性に有効に働きます。非常に軽量な塩ビサイディングの重さは、モルタルや土塗り壁に比べて１／３
程度で、２階建ての標準的な建物の場合、全体として20%程度軽くなります。つまり、塩ビサイディングを使った場合の必要耐力表
は現在使用されている一般診断用、精密診断用の必要耐力表に比べて小さな値になります。また、塩ビサイディングそのものは非
常に軽いため、既存の外装材の上から施工したとしても建物が重くなり耐震性が低下するようなことがなく、この場合、一般の必要
耐力表での診断も可能です。

耐震診断から工事までの一般的な手順

シミュレーションの条件

対象建物	
軽い屋根・内壁	
重い屋根・内壁	
非常に重い屋根・内壁

屋根の種類	
石綿スレート板、鉄板葺など	
桟瓦葺きなど	
土葺瓦屋根など	

内壁の仕様
ボード壁
ボード壁
土塗壁

建物の仕様

最大変形
最大変形

最大変形
最大変形



VEC
四角形

VEC
四角形

VEC
四角形
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